
令和7年3月31日までのものです。　

■収入及び支出の概況

歳　　入

項目 予算額 収入済額 うち下半期収入済額

市税 450億4931万円 445億8204万円 194億1012万円

国庫支出金 197億4395万円 174億9748万円 124億9909万円

県支出金 79億2049万円 57億3699万円 49億7484万円

市債 62億8382万円 17億1981万円 17億1981万円

地方消費税交付金 62億1685万円 62億1685万円 27億9706万円

諸収入 30億7022万円 26億3047万円 20億2411万円

繰越金 30億629万円 30億629万円 0円

地方交付税 21億1779万円 21億1779万円 13億2357万円

使用料及び手数料 14億9807万円 14億523万円 7億8545万円

その他 69億26万円 79億8860万円 52億8150万円

合計 1018億705万円 929億155万円 508億1555万円

収入率 91.3％ 49.9％

歳　　出

項目 予算額 支出済額 うち下半期支出済額

民生費 420億5178万円 360億2057万円 202億8590万円

教育費 127億9271万円 104億5327万円 58億9203万円

総務費 119億5521万円 101億9997万円 63億5307万円

土木費 104億9241万円 79億2958万円 44億363万円

衛生費 69億6149万円 57億5403万円 31億8563万円

公債費 62億8450万円 62億8450万円 31億4278万円

商工費 44億4169万円 37億6919万円 13億3034万円

消防費 42億6298万円 36億7405万円 20億4059万円

農林水産業費 19億183万円 15億6365万円 8億5430万円

その他 6億6245万円 5億4274万円 2億7302万円

合計 1018億705万円 861億9155万円 477億6129万円

支出率 84.7％ 46.9％

議会費や労働費など、その他の歳出

※歳入、歳出ともに令和５年度からの繰越分を含みます。

道路や河川、公園など土木工事に使われたお金

ごみ・し尿処理施設や予防接種などに使われたお金

借入金を返済するために使われたお金

商業や工業の発展のために使われたお金

消防活動や災害を防ぐために使われたお金

農業、畜産業の発展や土地改良などに使われたお金

内　　容

幼児やお年寄り、体の不自由な人のために使われたお金

小・中・高等学校の経費や市民の学習・文化活動に使われたお金

市役所の全般的な事務に使われたお金

地方消費税のうち人口割合などに応じて交付されたお金

他の項目に分類されないお金

昨年度から持ち越したお金

財源不足を補うため財政事情に応じて国から交付されたお金

財産収入やその他の歳入

公共施設の使用料や事務の手数料

令和６年度　太田市の財政事情

内　　容

市民税や固定資産税など

特定の事業を行うため国から交付されたお金

特定の事業を行うため県から交付されたお金

道や建物など、長く使う施設などを建てるために借りるお金

　なお予算を整理する出納整理期間（令和7年4月1日から令和7年5月31日）の歳入、歳出を含んでいないため

　今回お知らせする財政状況は、令和6年4月1日から令和7年3月31日までのもの及び令和6年10月1日から

決算額とは異なります。また、金額の端数は整理してあります。

◆　一般会計



◆　特別会計

会計名 予算額 収入済額 支出済額

193億2256万円 181億2910万円 176億907万円

うち下半期の執行額 107億2366万円 104億7054万円

34億4081万円 33億2016万円 31億2762万円

うち下半期の執行額 22億8604万円 22億1390万円

5億3621万円 5145万円 3億2174万円

うち下半期の執行額 2174万円 1億1321万円

184億641万円 157億5031万円 162億2351万円

うち下半期の執行額 79億6223万円 89億5795万円

2億6319万円 2億4450万円 2億62万円

うち下半期の執行額 1億405万円 2857万円

※入った額から使った額を差し引いた不足額は、出納整理期間終了までに入ります。

◆　公営企業会計

会計名 予算額 収入済額 支出済額

76億8,671万円 61億7,298万円 70億7,817万円

うち下半期の執行額 34億5,392万円 35億8,343万円

■住民の負担の概況

◆　市民が負担した各種税金の内訳

収入済額 うち下半期収入済額

市民税 206億9767万円 100億8421万円

固定資産税 195億3538万円 75億5431万円

市たばこ税 18億8835万円 10億9052万円

都市計画税 16億3403万円 6億3182万円

軽自動車税 8億2607万円 4900万円

入湯税 54万円 26万円

合　　計 445億8204万円 194億1012万円

◆　市民一人当たりに使われたお金

項　目 市民一人あたり うち下半期分

民生費 16万1699円 9万1065円

教育費 4万6926円 2万6450円

総務費 4万5788円 2万8519円

土木費 3万5596円 1万9768円

衛生費 2万5830円 1万4301円

公債費 2万8212円 1万4107円

商工費 1万6920円 5972円

消防費 1万6493円 9160円

農林水産業費 7019円 3835円

その他 2436円 1226円

合　　計 38万6919円 21万4403円

　　　　人口　22万2763人（令和7年3月末現在）

国民健康保険

後期高齢者医療

八王子山墓園

介護保険

太陽光発電事業

下水道事業等



■財産、公債及び一時借入金の現在高

◆　財産の現在高

令和７年３月末現在

項　目 現在高

有価証券等 5億2092万円

出資金 46億9488万円

基　金 192億2367万円

土  地 741万8961㎡

建　物 85万4026㎡

◆　市債の現在高（一般会計）

令和７年３月末現在

項　目 現在高

教育債 117億9671万円

土木債 65億4920万円

総務債 61億6955万円

保健衛生債 25億3845万円

臨時財政対策債 197億3252万円

その他 26億1782万円

合　　計 494億425万円

※一時借り入れ金の現在高はありません。



■財政の動向及び市の財政方針

◆令和７年度予算規模

（単位：千円・％）

会計区分 Ｒ７当初予算額 Ｒ６当初予算額 比　較

一般会計 99,800,000 90,900,000 9.8

特別会計 41,626,541 42,166,407 ▲ 1.3

下水道事業等会計 7,297,029 7,009,116 4.1

合　　計 148,723,570 140,075,523 6.2

◆令和７年度予算の特徴

（1）　過去最大の予算規模

　一般会計の予算規模は998億円で、過去最大の予算規模となりました。
主に高齢者、障がい者、子どもを支援するための社会保障費が大きな割合を占めています。

（２）　人にやさしいまちづくりのための予算

　子育て支援として、新たにパパママリフレッシュ事業に取り組むほか、引き続き学校給食費
無料化事業、私立幼稚園等当給食費助成事業、第3子以降子育て支援事業、こどもプラッツ
推進事業及び重層的支援体制整備事業などを実施します。

（３）　第1次実施計画関連事業の着実な取り組み

　ハード事業では、新田文化会館・総合体育館改修事業、市内公営住宅集約促進事業、小中
学校照明器具LED化事業、小中学校給食施設改築事業を継続して実施するほか、本庁舎設
備保全事業、（仮称）太田市外三町広域斎場整備事業、市街地再開発事業などに取り組みま
す。また、ソフト事業として、上記の子育て支援関連事業のほか、基幹業務システム標準化移
行事業、みらい給付型奨学金支給事業、学校ICT整備事業などを実施します。

（４）　市民満足度の向上

　満足度の低い道路網の整備については、道路維持経費等を拡充して引き続き取り組むほ
か、住環境整備のために住宅リフォーム支援事業や空家除却補助事業を重点的に実施しま
す。

（５）　財源の確保

　主に個人市民税と固定資産税の増により市税全体では約428億円（前年度比3.9％増）を見
込んでいます。他にも国・県支出金の積極的な活用、財政調整基金からの繰入れ、さらには
世代間の負担の公平を図るために市債を発行して、必要な財源の確保を図ります。


